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論文内容の要旨
本論文は次の 5 章から構成されている。
第 1 章は緒論で，本研究の目的と，関連した諸研究の現状を概説し，本研究の位置づけを行なって
いる。
第 2 章では，放送形通信路に時分割符号化，重畳符号化を用いたときの復号誤り確率の上界をラン
ダム符号化の手法を用いて誘導し，復号誤り確率は符号長の増大に対し，指数関数的に減少すること
を示している。更に，誤り指数の性質を明らかにし，簡明で，応用性に富む退化放送形通信路の符号
化定理を提示し，これを証明している。また，この退化放送形通信路の符号化定理の性質を一般的な
放送形通信路に適用することによって，放送形通信路の Capacity Region の Inner Bound を求めてい
る。
第 3 章では，実用的価値の大きいガウス雑音放送形通信路に第 2 章の結果を応用することによって，
時分割符号化，重畳符号化を用いたときの復号誤り確率の上界を求め，ガウス雑音放送形通信路の符
号化定理の証明を行なっている口更に 符号構成における重要な設計パラメーターである時間配分比，
電力配分比と誤り指数との聞の性質を明らかにしている。これらの理論的考察をもとに，両者の符号
化による誤り指数 並びに達成可能な伝送速度の領域について数値解析を行ない 比較検討を行なっ
ている。
第 4 章では，復号規則に消失判定機能をもたせた放送形通信路に，時分割符号化，重畳符号化を用
いたときの消失確率の上界，および不検出誤り確率の上界を誘導し，第 2 章で得た復号誤り確率の上
界との関連性を明らかにしている。更に，帰還路を有する放送形通信路に判定後帰還を用いたときの
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不検出誤り確率の上界を求め，その特性について考察している。
第 5 章は結論で，本研究で得た結果をまとめ，今後に残された問題点について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は 1 個の送信局と複数個の受信局をもっ放送形通信系を対象に，通信速度，通信路容量，信
頼性と符号構成の相互関係を論じたものである。すなわち，今日まで通信の基礎理論として，高く評
価され，広く用いられてきた C. E. Shannon の理論を上記の具体的モデルに拡張し，より実用的なら
しめたもので，その結果を要約すると次のとおりである。
(1) 退化放送形通信路に時分割符号化，および重畳符号化を用いたときの復号誤り確率の上界を誘導
し，復号誤り確率が指数関数的に減少することを示している。さらに，両者の符号化の誤り指数の
性質を明らかにし，簡明で、，応用性に富む退化放送形通信路の符号化定理とその証明を与えている。
(2) 一般的な放送形通信路の Capacity Region の Inner Bound を求め，この方式の設計に有効な資料
を与えている。
(3) ガウス雑音放送形通信路に時分割符号化，および重畳符号化を用いたときの復号誤り確率の上界
を求め，さらに，時間配分比，電力配分比，誤り指数の性質を明らかにしている。
(4) 退化放送形通信路に時分割符号化，重畳符号化，及び消失判定機能を有する復号規則を用いたと
きの消失確率の上界，不検出誤り確率の上界を求め，さらに帰還誤り指数を求めて，その特性を明
らかにしている。
以上のように，本論文は，現在とみにその重要性を増しつつあるデータ通信システムの設計とその
特性の解明にいくつかの新しい知見を与えており，通信工学の発展に寄与する所が大きししよって本
論文は博士論文として価値あるものと認める D
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